
町
長

運営への助言など適切な支援を行っていく

社会貢献活動団体への支援策を問う

竹嶋　久雄　議員（自民）

ど
う
活
か
す　

突
然
の
２５
億
円
の
税
収
入

町
財
政
の
負
担
軽
減
を
図
る

森　
　

亘　

議
員
（
自
民
）

町長

質
問　

こ
れ
か
ら
の
町
の

発
展
に
は
、
社
会
貢
献
活

動
団
体
の
組
織
づ
く
り
が

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
意
識
を
高
め
、
積

極
的
に
組
織
に
加
入
し
、

協
働
を
強
化
す
る
た
め
に

は
、
運
営
さ
ら
に
は
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
課
題
が

あ
る
。
町
と
し
て
の
支
援

体
制
の
見
直
し
強
化
が
必

要
と
思
う
が
、
町
長
の
所

見
を
問
う
。

町
長　

社
会
貢
献
活
動
団

体
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
を
共
有
化
し
、
互

い
に
対
等
な
関
係
を
築
く

こ
と
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

各
地
域
に
職
員
を
積
極
的

に
関
わ
ら
せ
、
地
域
活
動

に
必
要
な
手
助
け
を
す
る

な
ど
、
各
地
域
課
題
を
汲

み
上
げ
る
仕
組
み
を
構
築

し
た
い
。

　

支
援
に
つ
い
て
は
、
安

易
な
財
政
支
援
は
団
体
の

自
立
性
を
弱
め
る
こ
と
と

な
り
か
ね
ず
、
町
民
自
身

が
自
主
的
で
継
続
的
に
活

動
す
る
姿
勢
を
町
は
十
分

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
運
営
に
対
す
る
助
言

な
ど
団
体
へ
の
適
切
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
の

工
期
延
期
に
伴
い
、
徴
収

猶
予
し
て
い
た
特
別
土
地

保
有
税
な
ど
総
額
約
２５
億

円
余
が
町
に
入
る
こ
と
に

な
っ
た
。
町
は
こ
の
突
然

の
税
収
を
ど
う
活
か
そ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
将
来

に
つ
け
を
残
さ
ぬ
よ
う
負

債
の
償
還
や
基
金
の
積
み

増
し
に
充
て
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と

も
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
財

政
状
況
を
理
由
に
進
ま
な

か
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

教
育
・
福
祉
・
地
域
活
動

な
ど
の
諸
問
題
の
解
決
に

充
て
、
住
民
と
市
場
に
還

元
す
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
の

か
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長　

将
来
に

わ
た
る
財
政
安

定
化
の
た
め
、

借
入
金
お
よ
び

基
金
繰
り
入
れ

を
縮
減
す
る
。

ま
た
、
地
方
債

の
繰
り
上
げ
償

還
を
行
い
、
町

財
政
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化
対
策

と
し
て
、
今
年
度
末
に
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

売
を
21
年
度
と
同
規
模
で

実
施
す
る
。

　

２３
年
度
よ
り
第
４
次
長

期
総
合
計
画
期
間
も
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設

建
設
基
金
の
積
立
財
源
と

し
て
も
活
用
す
る
。
そ
の

ほ
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
拡
大
に
必
要
な
一
般

財
源
と
し
て
財
政
調
整
基

金
に
積
立
て
る
予
定
。

21年度のプレミアム付商品券の発売風景

ボランティアセンターみずほの相談窓口

財
政
調
整
基
金

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

（
予
期
し
な
い
収
入
の
減

や
不
時
の
支
出
の
増
）
を

調
整
す
る
た
め
に
積
み
立

て
て
お
く
資
金
。

町
長

必要な事業を見定め、予算編成に取り組む

税金の使い方を再度問う

原　　成兆　議員（自民）

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
設
置
に
つ
い
て

新
た
な
公
共
施
設
に
も
当
初

　
　
　

か
ら
設
置
を
見
込
む

青
山　
 

晋　

議
員
（
公
明
）

一般質問　町政を問う

質
問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
２
０
０

４
年
７
月
か
ら
一
般
の
人

も
使
用
可
能
と
な
り
、
町

の
公
共
施
設
や
駅
、
空
港
、

飛
行
機
、
新
幹
線
及
び
ホ

テ
ル
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
結
果
、
致
死

性
不
整
脈
で
心
室
細
動
に

な
っ
た
多
く
の
人
々
が
命

を
救
わ
れ
て
い
る
。
わ
が

町
も
設
置
が
進
ん
で
い
る

と
思
う
が
、
ま
だ
充
分
と

は
思
え
な
い
。

次
の
３
点
を

伺
う
。

問 

設
置
基

準
に
つ
い
て
。

問 

整
備
計

画
に
つ
い
て
。

問 

講
習
な

ど
、
普
及
啓

発
の
た
め
の

消
防
署
と
の

連
携
は
。

町
長　

３
点

に
つ
い
て
、

包
括
し
て
答

え
る
。

　

１７
年
７
月
、
役
場
庁
舎

へ
の
設
置
を
皮
切
り
に
、

学
校
や
公
共
施
設
な
ど
多

く
の
町
民
が
利
用
す
る
施

設
に
設
置
し
、
２２
か
所
と

な
っ
た
。

　

今
後
建
設
さ
れ
る
公
共

施
設
に
も
当
初
か
ら
設
置

を
見
込
ん
で
お
り
、
行
政

と
し
て
改
め
て
設
置
基
準

お
よ
び
整
備
計
画
を
定
め

る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を

含
め
た
救
命
技
能
講
習
は
、

役
場
全
職
員
、
学
校
関
係

者
、
消
防
団
員
、
自
主
防

災
組
織
の
方
た
ち
を
対
象

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
技
能
の
普
及
に
努

め
る
。

町長

ＡＥＤの取り扱いについて講習を受ける町職員

質
問　

今
の
日
本
は
、
現

政
権
の
実
行
力
の
な
さ
が

日
本
丸
を
難
破
さ
せ
か
け
、

特
に
外
交
面
に
お
い
て
の

稚
拙
さ
が
日
本
経
済
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
来
年
度
の

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
町

内
企
業
・
住
民
が
元
気
を

取
り
戻
せ
る
事
業
を
最
重

点
施
策
に
掲
げ
る
べ
き
で

あ
り
、
一
方
、
補
助
金
や

委
託
金
等
の
使
い
方
に
は

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
２５
億
円
も

の
収
入
が
突
然
公
表
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
含
め
た
税
金
の

使
い
方
を
再
度
、
町
長
に

問
う
。

町
長　

２３
年
度
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
地
域
の
活
性

化
お
よ
び
町
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
各

種
施
策
の
効
果
予
測
を
立

て
、
取
り
組
む
よ
う
指
示

し
た
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、

補
助
対
象
団
体
の
自
立
化

を
促
進
し
、
補
助
金
の
必

要
性
と
効
果
を
見
極
め
、

適
正
化
を
進
め
る
。

　

全
て
の
町
民
が
、
活
力

に
満
ち
た
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
の

創
造
を
念
頭
に
、
真
に
必

要
な
事
業
を
見
定
め
な
が

ら
予
算
編
成
に
取
り
組
む
。

新年度予算のヒアリング


